
環境センター
からのおしらせ 正しいごみ出しにご協力を

府中町環境センター(八幡四丁目1-1)　☎286–3266

ごみの不法投棄は、犯罪です！
不法投棄を目撃した人は、警察に通報してください。

ごみを出す時間に気をつけてください！
前日の夜や早朝に出すとカラスが見つけて荒らすことがあります。

◆�庭木を剪定した枝は50cm以下に切って、30cm以

下に束ね、普通ごみに出す。（一度に２束まで）

◆�小さな枝、草や葉は中身の見える袋に入て出

す。（一度に２袋まで）

10/13（月/祝） 普通ごみ（月・木曜日収集地区）
有価物（月曜日収集地区）
　新聞・雑誌、ダンボール、衣類、
　ビン・缶・金属類11/3（月/祝）

※環境センターへの持ち込みは受け付けていません。

午前8時30分までに

ごみステーションに出してください。 　10月は、衣替えのシーズンで、有価物（衣類）

が多く出ますので、次のことに注意して出して

ください。

◆�雨に濡れるとカビが発生しやすくなり、再利

用できなくなるので、袋の口をしっかりと閉

めるか、天気の良い日に出してください。

◆�次のものは、有価物（衣類）ではありません。

それぞれ、当てはまるごみの種類の日に出し

てください。

　�○布団・毛布・座布団→大型ごみ○クッショ

ン・枕・ぬいぐるみ→普通ごみ（30cm以上は大

型ごみ）○靴下・手袋・布製カバン→普通ごみ

有価物（衣類）の出し方

庭木を剪定したら
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さ
て
、
藩
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召
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。
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。
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８
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潮
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、
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あ
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。
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。
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史
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鹿
籠
新
開
築
堤
潮
留
事
業
完
成
記
念
石
碑

（
略
称
：
鹿
籠
新
開
記
念
碑
）　

そ
の
三

鹿籠新開絵図（安芸府中町史 第一巻より）
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